




























































































































































































































































































































































un・ UI】arm und祀ss 幸ロntrave1
unlock unbend 寧unlove
unbar uncase ＊unbelieve
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一abte
一ee
washable
solv註ble
drinkable
pre丘xable
analyzable
employeε
draft巳e
deportee
eva6ue｛｝
no1期nee
perishable
alterable
changeahle
variable
suitable
rett工rnee
standee
refugee
absentee
e50apee
＊sneeaable
＊daロceable
＊swi皿mable
＋＊we巳pable
＊runnable
＊sneexee
＊dallcee
＊runee
＊barkee
＊go巳e
re’・　un－・　－able・　・eeのよっつの接辞は，いずれも，始発層で対格講造もしくは逆対格構造を規定する
動詞に付諏することができるが，これらの接辞は，始発層で逆能格構造をとる動詞には付加すること
はできないことが，上の表から観察される。これを一般化すると，つぎのように記述することができ
る。
㈹　re－，　m∵able，－eeは，始発橿で萢接目約語をとる動詞に付加される。
すなわち・RGにおいては，接辞佑という形態論的現象を㌣般的1こ詑述することができ，－ableだけ
淋統語的現象とみなす必然性は消滅する。
　ところで，RGの枠組でも（37　a）（38　a）のような文の文法性をどう説明するか，という問題が
のこる。tDでマータされた名詞句は，意味的には経験春であり，統語的には間接目約語の文法関係
をになうとかんがえられる。経験老は，始発層では主語であるとかんがえられるから，（37　a）（38a）
などにおける一ableのついた形1容詞は，　interesting，　boringなどの心i麗的述語（psychologica王predi・
cates＞とおなじく，3から1への降楕規則（1nversion）の適用をうけるとかんがえられる。このこと
によウて．（37b）（38b）のような文が侮故罪文なのかが説朗できる。あわせて，心理的述語と，
－ableのついた形容詞が，①経験春の心理的属性をあらわし，②toでマークされた各詞句と共起しう
る，という意秣麹・統語飽共通性もあきらかにすることができるとおもわれる。
9．詰　　　　　　譲
本稿でIS・逆＊sig仮説縄とづき，英文法を詑述すると，どのよらな一般性がえられるカ・を観察し
た。意辣論飽には，建動講溝文の諄勲炸主と勉豹調欝文の非動作主の共通性を拙出できる。また，状
態｛生をそなえる違語を特徽づけら痴る。綾籍論釣には，主語上昇規則・所有者上昇規期・虚辞的要素
（ig・there）の呉現に擁する規蜀などを，一般惣碇式イヒできる．形艦禽的には，ある種の接辞と語幹
との績金江雛する予灘を可龍にする。さらに，言論類型論的には，能格型と報格型，HAVE型とBE
墾とレうき無誉課の顛型江鰐して説1環漂理をあたえるeこのように，逆対格仮説は，個別言語および
普遷蒙ii暮の嘉逓のうえで，きわあて有効な作業仮説であるといえよう。
逆対格仮説と英文法 一2ヱー
）））））））））?????????????????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）　D．　Perlrnutter（1978）”lmpersonal　passives　and　the　unaccusative　hypothesis，”BLS・
2）U且はRGで提唱されている普遍法則のいくつかときわめて密接な関係にある。この問題について本稿では
　ふれることができなかった。①「1への昇格締め出しの法則」とUHとの関係については，高橋邦年（1981）
　「関係文法の輪郭」　『現代の英語学』（開拓社），②「進級者地位保全の法則」とUHとの関係については，
　Johns。n＆P。stal（1980）Arc　Pair　Grammar．　Princeton　U・P・③「文法関係継承の法則」とUHとの関係につ
　いては，村上丘（1982）「関係文法における対称的述語の処理について1　『みゅうず9号』（県立新潟女子短期
　大学英文学会）をそれぞれ参照されたい。
3）P・rlm・t士er＆P・・t・1（t・apP・a・）・IS。m・pr。P。・ed　1・w・。f　b・・i・・lau・e　st…t・・e・・”・D・・P・・lm・tt・・（・d・）（t。
　appear）St＃dies　in　Relationat　Grammar・
　　エLyons（1968）bttroduction　to　Theoretical　Lingrtistics。　Cambridge　U．P．
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安井稔（工978）『言外の意味』（研究社）
安井稔他（1976）『形容詞』（研究社）
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